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『 ともぐい 』                        河崎 秋子【著】 

死に損ねて、かといって生き損ねて、ならば己は人間ではない。人間のなりをしながら、最
早違う生き物だ。明治後期、人里離れた山中で犬を相棒にひとり狩猟をして生きていた熊爪
は、ある日、血痕を辿った先で負傷した男を見つける。男は、冬眠していない熊「穴持た
ず」を追っていたと言うが…。人と獣の業と悲哀を織り交ぜた、理屈なき命の応酬の果ては
―令和の熊文学の最高到達点！！ 

 

『 新潮新書 メンタル脳 』            アンデシュ・ハンセン【著】 

「史上最悪のメンタル」と言われる現代人。とりわけ若年層の心の問題は世界的に深刻だ。
ユニセフが警告を発し、アメリカ政府は「国家的危機」とまで言及、日本でも高校生の３
０％、中学生の２４％、小学４～６年生の１５％が中等度以上のうつ症状を訴えているとの
調査結果もある。脳科学からメンタルの問題を解説した世界的ベストセラー『ストレス脳』
をあらゆる世代向けに、わかりやすくコンパクトにした“心の取説”。 
 
 

 
『 新潮文庫 室町無頼 下 』                 垣根 涼介【著】 
 
唐崎の古老のもと、過酷な鍛錬を積んだ才蔵は、圧倒的な棒術で荒くれ者らを次々倒す兵法者
になる。一方、民たちを束ね一揆を謀る兵衛は、敵対する立場となる幕府側の道賢に密約を持
ちかける。かつて道賢を愛し、今は兵衛の情婦である遊女の芳王子は、二人の行く末を案じて
いた。そして、ついに蜂起の日はやってきた。時代を向こうに回した無頼たちの運命に胸が熱
くなる、大胆不敵な歴史巨編 

 

『 リカバリー・カバヒコ 』                 青山 美智子【著】 

新築分譲マンション、アドヴァンス・ヒル。近くの公園にある古びたカバの遊具・カバヒコ
には、自分の治したい部分と同じ部分を触ると回復するという都市伝説が。アドヴァンス・
ヒルの住人は、悩みをカバヒコに打ち明ける。成績不振の高校生、ママ友と馴染めない元ア
パレル店員、駅伝が嫌な小学生、ストレスから休職中の女性、母との関係がこじれたままの
雑誌編集長。みんなの痛みにやさしく寄り添う、青山ワールドの真骨頂。 

 

『 黄色い家 』                       川上 未映子【著】 

十七歳の夏、親もとを出て「黄色い家」に集った少女たちは、生きていくためにカード犯罪の
出し子というシノギに手を染める。危ういバランスで成り立っていた共同生活は、ある女性の
死をきっかけに瓦解し……。人はなぜ罪を犯すのか。世界が注目する作家が初めて挑む、圧巻
のクライム・サスペンス。 


